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事業最終年度、「誰一人取り残さない地域共生社会」に向けて 

 

 「地域共生社会」とは、差別や偏見の目を向けられやすい人も含めて誰一人取り残さない、例

外なき包摂へ向けた営みの先にあるものです。罪を犯した過去があっても、それをもって孤立に

追いやられたり、生きづらさに圧倒されることのないように「支え合いの輪」に包摂していける

かが、地域の懐の深さ・成熟の度合いを示しているといっても、過言ではありません。 

 もちろん犯罪は、人の尊厳、財産、安全安心の生活基盤、心身、そして場合によっては生命を

も奪う、取り返しのつかない「許されざる行為」です。しかし、犯罪を犯した人は、この世に生

を受けた日から“特別な人”だったわけではありません。一人ひとりに背景があり、きっかけが

あって、いまに至ります。生きづらさを抱え、孤独・孤立を募らせ、場合によってはそれ以前に

自身が被害に遭いながらも周囲からの適切なケアを受けられずに、いよいよ行き詰まったところ

で罪を犯してしまった人々が少なくないことは、皆様ご承知の通りです。 

 私たち、東京社会福祉士会の立ち直りを支える地域支援ネットワークづくり事業部は、そうい

う方々の「立ち直り」を側面から支えるために、休眠預金を活用した更生保護法人日本更生保護

協会を資金分配団体とする資金の助成を受けて、①地域において人と人、人と組織、組織と組織

をつなぐネットワークを築いたり、②実際の支援に必要とされる知識・情報が広くいきわたるよ

う研修を実施したり、③出所後支援のコーディネートや社会資源とのマッチング――などに2023

年度から取り組んでまいりました。 

 そして今年度（2025年度）は、事業の最終年度です。本事業が終了しても、引き続き各支部に

おいて活動を継続できるように、地域内での「顔の見えるネットワーク」づくりを深化させると

ともに、社会的包摂促進と地域共生社会実現の施策として連携できるよう関係部局への働きかけ

を強化して参ります。引き続き皆様のご支援・ご協力をお願いいたします。 

（公益社団法人東京社会福祉士会 立ち直りを支える地域支援ネットワークづくり事業部） 
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●私はこう考える 

社会福祉士が「立ち直り支援」に取り組む意味 
 

公益社団法人東京社会福祉士会 

立ち直りを支える地域支援ネットワークづくり事業部部長 生駒友一 
 

 

「なぜ、罪に問われた人たちと関わる活動をしているのですか？」 

 と、尋ねられることがあります。質問の趣旨は、勤務先で給料をもらいながら“業務”として

携わるならわかるけど、「金銭的な報酬」や「職業上の地位・役得」などの見返りもなしに、なぜ

わざわざ自分の時間や労力を削って見ず知らずの人を助けているの？――ということではないか

と思います。 

 たしかに、人の行動の背景には何らかの“動機づけ”があるわけで、「目に見えるメリットもな

いのにどうして？」と不思議がられるのも、ある意味、当然かもしれません。それに対するお答

えとして十分かどうか、甚だ自信はないのですが、私の場合、端的に申し上げれば、「それがも

はや人生の一部になっているから」です。米国の心理学者エドワード・L・デシ（Edward L. 

Deci）のいうところの、「内発的動機づけ」に当たります。 

 

「差別や暴力のない社会」への希求 
 

 私たち社会福祉士は、「社会福祉士の倫理綱領／行動規範」に基づいて行動しています。あるい

は、行動するよう努めています。行動規範Ⅲ－１に示されるように、社会福祉士は「あらゆる差

別、貧困、抑圧、排除、無関心、暴力、環境破壊などを認識した場合は、専門的な視点と方法に

より、解決に努めなければならない」ものとされています。その目指すべき社会のありよう――

「差別や暴力のない社会」――への希求は、私自身を突き動かす内発的動機づけと連なっていま

す。そのために自ら汗をかくことは、僭越ながら、私自身を含む社会福祉士の社会的信用を高め

る一助にもなるものと信じて、活動しています※。こちらは、言うなれば「よい評価がほしい」と

願う外発的動機づけといえるでしょう。以上が、私が立ち直り支援に取り組む理由です。 

（※ちなみに、社会福祉士の倫理綱領／行動規範にも「社会的信用を高めるよう行動しなければならない」と明記されています） 

 

“原点”としての「倫理綱領／行動規範」 
 

 私以外の社会福祉士も、みな“我が事”として、少しでもいい社会・いい地域になればと念じ

てソーシャルワークに従事し、社会福祉士の社会的評価の向上に寄与されています。様々な葛藤

に直面したときは、「社会福祉士の倫理綱領／行動規範」に立ち戻り、原点を再確認して実践に取

り組んでいます。思うに、こうした行動様式が、社会福祉士の強み（ストレングス）といえるの

ではないでしょうか。 
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●各支部の活動状況（2024年冬） 

“つながり”づくりの原点——「関心を寄せ、話を聞く」 

 

 杉並支部 「救世軍スタディツアー」開催（2025/1/25） 

区内有数の社会資源を視察し、理解を深めました！ 
 

 杉並支部（立ち直り杉並）では、キックオフイベント以来、約10か月ぶりの対面型勉強会とし

て、「救世軍スタディツアー」を1月25日に開催しました。 

 

「社会鍋」の救世軍、杉並の貴重な社会資源 

 

 救世軍とは、世界134の国と地域で社会事業や伝道に取り組む「キリスト教団体・国際ＮＧＯ」

で、本邦では社会福祉法人として全国で病院、保育所、児童養護施設、女性自立支援施設、高齢

者施設などを運営しています（年末の風物詩でもある「社会鍋」の実施主体としても有名です）。

杉並区には救世軍の施設がまとまって所在しており、更生保護施設など“立ち直り”に資する受

け皿がない杉並において、大変貴重な社会資源となっています。そこで今回、地域ネットワーク

づくりの一環として、“顔の見える関係”を構築するべく、各施設をご案内いただき、地域共生に

かかる活動等についてご説明を受け、意見交換をさせていただいてまいりました。 

 当日は、地域の方々、立ち直り支援に関心のある方々12名にご参加いただきました。 

 
ご案内いただいた施設のひとつ、特別養護老人ホーム「救世軍恵みの家」 

 東京社会福祉士会の「立ち直りを支える地域支援ネットワークづくり事業」は希望

する「地区社会福祉士会」を実質的な活動主体（支部）として、地域内に立ち直り支

援のためのネットワークを形成・強化する取り組みです。2023年10月の開設以来、今

日に至るまで、あだち、おおた、江東、杉並、世田谷、西多摩、三鷹武蔵野の７支部

が設立され、それぞれに特色ある活動を展開しています。以下、直近の活動状況につ

いて、概要をご報告いたします。 
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アルコール依存症者の立ち直りに、バザー活動の場 

 

 救世軍は、「軍」と名称がついてるように、世界共通に規律をもって機動的かつ効率的に支援と

伝道、ときには救援や復興支援に当たれるように、軍隊を模した組織編成を取り入れていますが、

各施設での支援にあたっては「個別化」を大切にしておられ、入所者、対象者だけでなく職員に

対しても丁寧なコミュニケーションをとり、自己実現の職場となっていることが、印象的でした。 

 「立ち直り支援」との関係では、アルコール依存症者の自立支援の場（男子社会奉仕センター）

を構えて、市民から寄贈品を募り、仕分け・整理・陳列して販売するバザーに取り組んでいます。

その収益はアルコール依存症者の社会復帰支援に役立てているとのことです。 

 ツアー後は近所の飲食店にてランチ懇親会を行い、救世軍の方にもご参加いただき、参加者同

士の顔の見える関係づくりを一歩進められる機会となりました。 

 

 あだち支部 「セミナー」開催（2025/3/22） 

刑務所内の食をめぐる物語——「美味しいごはん」のために 
 

 あだち支部では、「めざせ！ムショラン三ツ星-刑務所栄養士、今日も受刑者とクサくないメシ

作ります-」（朝日新聞出版）を出版された岡崎医療刑務所管理栄養士の黒栁桂子さんをお招きし

て、セミナーを3月22日に開催しました（立ち直り支援のため多職種協働ネットワークづくりを目

指す「あだちTＳネット」と共催）。会場とオンラインで約120名の参加をいただきました。 

 

どのような環境下でも「美味しいごはん」を求める想いは同じ 

 

 刑務所という厳しい制約のある環境の中で、受刑者も職員も“ワンチーム”となって、「美味し

くて、栄養たっぷりのごはん」のために奮闘されている日常を、黒栁さんはリアルにお話しくだ

さいました。立ち直りの支援に関わっていても、塀の中の調理や食事について考える機会はそう

そうないため、新たな学びとなり、どのような環境下においても「美味しいごはん」を求める想

いは同じであることを確信しました。その人らしい暮らしの実現のために、地域づくり支援ネッ

トワークとして、出来ることにはチャレンジしていきたいと感じた良い機会となりました。 

 
刑務所の「食」を語る黒柳さん 
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●2025年度の新規支部設立募集 

「立ち直りを支える地域支援ネットワークづくり事業」は最終年度 

地区会で「地域づくり」実践に踏み出すチャンスです！ 
 

 

 立ち直りを支える地域支援ネットワークづくり事業では、2024年度実績で７支部の参画をいた

だき、これまで本部＝支部で連携して「地域支援ネットワークづくり」に取り組んでまいりまし

た。事業最終年度となる2025年度は、それらに加えて、さらに３支部の新規支部設立を

見込んで、募集を開始しております。 

 本事業は、罪を犯した過去を持つ人たちがソーシャルワークとつながることによってそのウェ

ルビーイングを向上させることができる地域づくりを目指すものです。これまで「やりたい」

と思っていてもなかなか取り組むことのできなかった「誰一人取り残さない地域づく

り」の実践に、費用やノウハウのサポートを得て、地区会として踏み出すことができ

ます。 

 地区会の皆様におかれては、本事業をテコに、地区会に縁のなかった会員にも地区会の良さを

アピールいただけます。また、社会福祉の道を目指す人に「社会福祉士になりたい、東京社会福

祉士会に入りたい」と思ってもらえるような実践事例や出会いを提供することができます。 

 ぜひ、ご検討のほど、よろしくお願いいたします！ 

 

地域支援ネットワークづくり事業 

 

 

 ご関心をお持ちの地区会等には、ご都合にあわせて事業説明の機会を持たせていただいており

ますので、どうぞお気軽にお問合せください。 

説明会のご用命・お問い合わせは→tachinaori@tokyo-csw.org 
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こういう状況を 
反転させましょう！

体制はこんな感じです 
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●立ち直りを支える地域支援ＦＡＱ 

これまでのＱ＆Ａの総まとめを一挙掲載します！  
 

 

 

Ｑ１ 支部の活動として、どのようなものを想定していますか。 

 

A 地域での事業開始を広くお知らせし、地域の関係機関、社会資源、地域住民に対する理

解啓発やネットワークづくりのための活動など間接的な支援（社会的包摂の土壌を作る）。

過去に犯罪や非行のあった対象者と出会い、相談窓口の開設や社会資源とのマッチング等

の個別的・直接的な支援活動等、地域の実情に合った活動を想定しています。 

 

支援者向けの研修等 

○地域の関係者を対象とした研修 

○地域の関係機関・社会資源の見学会 

○地域の関係者を集めた交流会 

○地域の関係者が集まる場での活動紹介 

社会的包摂に向けた実践 

○地域内の、罪を犯した過去を持つ人等を対

象とした、判決後・出所後支援のコーディ

ネート、社会資源とのマッチング 

○地域内の、罪を犯した過去を持つ人等を対

象とした居場所活動 

○地域内の、警察と連携した犯罪被害者支援

活動 

地域住民向けの啓発活動 

○地域住民を対象とした立ち直り支援に関わる映画上映会

○地域住民を対象としたシンポジウム 

 

 

Ｑ２ 活動に対する助成を受けられるようですが、お金の使い道に関して制限などはありますか。 

 

A 資金分配団体である日本更生保護協会から示されている「対象外経費」は、本事業に直

接必要ではない経費、経済的合理性を欠く経費、別の用途で使われる可能性のある経費、

本事業後に返金される経費があり、基本的にはそれ以外の経費は助成可能です。一方、事

業を行うのは公益社団法人である東京社会福祉士会ですので、東京社会福祉士会のルール

に基づく支出とする必要があります。活動開始時の予算書作成、毎月の経費精算等につい

て、事業部が都度ご相談に応じます。 
 
 

Ｑ３ 支部設立を考えるに当たり、地域の更生保護関係団体（保護司会等）と連絡を取りたい場合

はどうしたらいいですか。 

 

A まずは事業部宛てご連絡ください。 

ご要望の内容をお伺いしたうえで、目的に合わせた情報提供や橋渡しをいたします。 

 

事業部 

事業部 

事業部 
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Ｑ４ 地区会と支部の違いが分かりません。 

 

A 地区会は東京社会福祉士会の外にある任意団体であり、自律的に運営される組織です。

支部は東京社会福祉士会に設置された事業部の一部です。そのため、支部事業には東京社

会福祉士会の予算を使い、組織的なバックアップも可能となります。地区会でなければ支

部を設立できないわけではありませんが、地区会と一定の協力関係を築き、連携して事業

を進めることを想定しています。 

 

 

Ｑ５ 地域ネットワークを作るための事業なのに、支部設立申請書に記載する支部メンバーを東京

社会福祉士会会員に限っているのはなぜですか。 

 

A 本事業が、東京社会福祉士会を対象とした助成を受けて実施する事業だからです。当然

に、事業の実施を司る役割は東京社会福祉士会の会員において担うことが求められます。

一方で、支部活動への参加は会員に限られるものではありませんので、ぜひ地域で有為の

仲間を増やしてください。 

 

 

Ｑ６ この事業は、社会福祉士が保護司になったり、保護司会と連携したりすることが目的なのでし

ょうか。 

 

A この事業の目的は地域ネットワークを作ることです。保護司会はもともと司法の分野で

活動している有力な連携先の一つではありますが、全てではありません。地方公共団体の

ほか、例えば、立直り支援を行いうる力を持ちながら、これまで接点のなかった施設・事

業所・支援団体等とつながって、この分野での連携の方策を探っていくこと等を目指して

います。なお、社会福祉士が保護司になることは本事業の目的ではありません。 

 

 

Ｑ７ この事業は2026年2月末が助成の終期とのことですが、その後はどうなるのですか。 

 

A 2026年3月以降の活動に対する東京社会福祉士会からの助成はありません。それまでの間

に、地域で活動する社会福祉士への信頼を高めて、政策決定過程への参画や予算措置つき

の施策の実施主体となれるように、地道に一つひとつ活動実績を積み重ねていきましょ

う！  

 

 

 

 
 

事業部

事業部 

事業部 

事業部 
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年
月

4
月

5
月

6
月

＜
研

修
／

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
＞

○
地

域
の

関
係

者
を

対
象

と
し

た
研

修

○
地

域
の

関
係

機
関

・
社

会
資

源
へ

の
訪

問
・

視
察

○
地

域
の

関
係

者
を

集
め

た
交

流
会

地
区

会
へ

の
事

業
説

明

個
別

相
談

へ
の

対
応

支
部

設
立

・
伴

走
支

援
随

時
実

施
オ

ン
ラ

イ
ン

＜
地

域
住

民
向

け
の

啓
発

＞

○
地

域
住

民
を

対
象

と
し

た
立

ち
直

り
支

援
の

映
画

の
上

映
会

、

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

＜
社

会
的

包
摂

に
向

け
た

実
践

＞

○
支

援
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
、

社
会

資
源

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ

○
地

域
内

の
「

罪
を

犯
し

た
過

去
を

持
つ

人
」

を
対

象
と

し
た

居
場

所
事

業
、

定
期

的
相

談
窓

口

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

開
催

地
域

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り

Ｉ
支

部

地 域 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク づ く り

Ｊ
支

部

地 域 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク づ く り

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

開
催

基
礎

分
野

研
修

基
礎

分
野

研
修

基
礎

分
野

研
修専

門
分

野
別

研
修

専
門

分
野

別
研

修

専
門

分
野

別
研

修

あ
だ

ち
支

部 地 域 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク づ く り

お
お

た
支

部 地 域 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク づ く り

江
東

支
部 地 域 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク づ く り

杉
並

支
部 地 域 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク づ く り

西
多

摩
支

部 地 域 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク づ く り

世
田

谷
支

部 地 域 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク づ く り

三
鷹

武
蔵

野
支

部

地 域 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク づ く り

Ｈ
支

部

地 域 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク づ く り
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司法福祉ニュースレーダー 
 

 

●改正刑法が施行目前——執行猶予制度の見直し、「鑑別」の対象拡大も 
 

 改正刑法の施行時期（６月１日）が近づいてきました。「拘禁刑導入」で大きく話題となりまし

たが、他にも福祉的要素が多い改正です。その一つとして、保護観察付執行猶予中であっても、

一度に限り、再度の執行猶予の言い渡しができるようになります（再保護観察付執行猶予）。 

 あわせて少年鑑別所法も改正され、少年鑑別所による鑑別の対象が拡大されます。従来の対象

は「懲役または禁錮の刑の執行を受ける20歳未満の者」でしたが、改正後は「懲役または禁錮の

刑の執行を受ける者」となります（「20歳未満」という限定がなくなる）。さらに、新しく「仮釈

放者、保護観察付執行猶予者、保護観察付一部執行猶予者」も鑑別の対象に追加されます。 

 再保護観察付執行猶予者については、少年鑑別所による鑑別を原則的に実施するものとされ、

刑事施設の依頼に応じて釈放後の関係機関による支援を見据えた課題、被害等に対する認識等の

把握等を主眼とした鑑別が実施されることになっています。仮釈放者及び保護観察付執行猶予者

については、専門的プログラムの受講時等、適宜の時期に鑑別を実施するそうです。 

 障害や高齢などの生きづらさを抱えて犯罪に繋がってしまう人々への支援を考えると、社会生

活を支援する人手が多いほうが望ましく、保護観察付きで保護司という支援者が増えることはよ

い方向であると考えられます。 

 

●「国際更生保護ボランティアの日」にちなんで普及促進の催し 
 

 「立ち直り」の支援に関わる地域ボランティアの認知度向上や制度の普及促進を図る「国際更

生保護ボランティアの日」＝4月17日に、東京スカイツリーや法務省赤れんが棟で「特別ライティ

ング」が行われる予定です。また、東京都庁都民広場では午前11時から都知事や新宿区長が臨席

する式典が開かれ、新宿中央公園周辺で更生保護ボランティア、警視庁音楽隊、カラーガードに

よるパレードが行われます（主催：東京保護司会連合会／第75回“社会を明るくする運動”新宿区推進委員

会）。そのほか、全国各地で普及促進の催しが行われます。 

 ちなみに、「国際更生保護ボランティアの日」は、昨年の4月17日にオランダのハーグで開催さ

れた「第2回世界保護司会議」で、更生保護ボランティアの取組に対する国際的な認知度の向上を

図るべく、毎年「4月17日」に普及促進の取り組むを行う旨、宣言が採択されたものです。 

丸善やジュンク堂書店では「更生保護」の企画書棚を期間限定で特設 

 法務省保護局やジュンク堂書店による「X」への書き込みによると、丸善丸の内本店､丸善日本

橋店､ジュンク堂書店池袋本店の３店舗において､更生保護に関する企画書棚が4/30(水)まで設置

されているとのことです。 

（文責：立ち直りを支える地域支援ネットワークづくり事業部副部長／司法福祉委員会委員長・小林良子）

司法福祉に関するニュースを抜粋してお知らせします！ 
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2025年5月～7月の動き 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月日 予定 

随時 事業説明会（各地区又はオンライン） 

調整中 
「専門分野研修」と「広域ネットワークづくりシンポジウム」を開催予定 

（時期を含めて詳細は現在調整中。直近の情報はホームページをご参照ください）

 

 

 リレーコラム  立ち直りを支える地域支援ネットワークづくり事業部員が持ち回りで呟きます 

 

成果を問われる最終年度、次に続く“つながり”づくりを 

本事業担当業務執行理事 中村 一孝 
 

 私は大田区で独立型社会福祉士として開業しています。保護司を拝命して

いることもあり、立ち直りを支える地域支援ネットワークづくり事業部を実

施するにあたり、地区社会福祉士会（以下、地区会）を本会事業部の「支部」

と位置づけて行うことに大きな使命を感じ、参加しました。助成元からは単なる再犯防止のため

の立ち直り支援ではなく、広義の生きづらさを支える取り組みも可能と判断して頂けていること

から、地区会の活性化にもつながると確信しながら活動しています。 

 

 今年度は助成事業の最終年度として総括の年であり、また来年度以降も本会として事業を継続

していくための成果を問われる一年になると考えています。したがって、今まで以上のネットワ

ーク構築が求められていると考えます。 

 

 私が属している「おおた社会福祉士会」では基本、毎月第三水曜日の夜に定例会「学習会」を

開催しています。本事業や地区会の活性化にご興味をお持ちであれば是非一度、ご参加して頂け

れば幸いです。 

 

 最後になりますが、各種研修も企画していますので、みなさまのご参加をお待ちしています！ 

 

 

 
「立ち直りを支える地域支援ネットワークづくり事業」
は、休眠預金を活用した助成金を得て実施しています 

●月×日 
……………
……………
…………… 
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